
安心と信頼の体系古典文法

特集！ 数研出版 100 周年記念

「数研出版100周年記念サイト」
100 周年を記念してサイトを開設！
https://www.chart.co.jp/100th/

平成 2年（1990 年）発行
ロングセラーとなる『体系古典

文法』はここから生まれました。

令和 2年（2020 年）発行
現在も進化中の『体系古典文法』。

解説動画などを付属しました。

数研出版は 2023 年に創業 100 年を迎えました。今回、数研出版 100 周年を記念いたしまして、
長年ご好評いただいております『読解をたいせつにする 体系古典文法』について、
初版を振り返り、現在の九訂版と比較したいと思います。 数研出版編集部

初
版

『読解をたいせつにする 体系古典文法』は
多くの先生方にお力添えいただき、1990
年に初版を発行いたしました。
それまで古典文法のテキストはとっつきに
くいという印象を持たれることも多かった
のですが、表や図を多用して、必要なこと
をできるだけ簡明に示した内容は大きな反
響を呼びました。
特に敬語の解説などは見やすくてわかりや
すいという評価をいただきました。

ここから約 30 年間、よりよいものをと求めた結果、多くの先生方の
ご助言などが取り入れられ、現在のものができあがっております。
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